
平成25年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

課　名 社会教育課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

市民の学習ニーズに応えるため、常に新鮮な情報・資料を収集し、情報センターとしての機能充実
を図る

対
象

豊後大野市民及び豊後大
野市近隣住民

10 5 5 304 頁 図書館費 図書館管理運営事業

事
業
概
要

○図書館館外事業・・・移動図書館車運行[対象：市内遠隔地利用者]

○図書館館内事業・・・蔵書の整備[対象：全市民]

○図書館教育事業・・・読書推進事業の開催[対象：全市民]

○図書館運営事業・・・図書館施設の整備・運営[対象：全市民]

1,886 3経常 図書館館外事業
ステーション（22ヶ所）
貸出冊数（20,421冊）

備品購入費 2,034 1,886

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 使用料 一般

4,853 3経常 図書館館内事業
図書購入（2,565冊）
新聞雑誌購入（47誌）

備品購入費 4,863 4,853

518 3経常 図書館教育事業 行事開催（64回） 報償費 605 518

18,693 3経常 図書館運営事業 図書館運営全般 報酬 22,600 18,705 12

計 30,102 25,962 0 0 12 25,950
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２３～Ｈ２５（決算額）、Ｈ２６（予算現額）

図書貸出冊数 ｃ 移動図書館利用者数 ｄ

数値 目標 50,000人 目標 100,000冊

－

活
動
指
標

指標 a 来館者数 ｂ

成
果
指
標

指標名
学習ニーズに即した
情報提供環境の整備

目
標
年
度

H27

指標の設定理由

後期基本計画において基本施策（5-1-1）の重点施策であるため
数値

単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

学習ニーズに即した
情報提供環境の整備

－ －

目標 延8,000人 目標

成果指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 活動指標名

人 38,047 人 35,986 人

－ － －

－
a 来館者数 人

35,905

71.8

92,518 冊 94,821 冊

89.0 ％ 92.5 ％ 94.8 ％

％ 76.1 ％ 72.0 ％

b
図書貸出冊
数

冊
89,047 冊

％

ｄ
－ － －

6,215 人 7,284 人

市民の学習ニーズの多様化に伴い、一層の図書館機能の向上を図る
ことが必要である。

72.2 ％ 77.7 ％ 91.0

課題
c

移動図書館
利用者数

人
5,776 人

25,962 23,361
前年並

うち経常経費 24,415 24,980 20,836 23,361

新鮮な情報、資料を収集・提供する情報拠点として図書館機能の向
上を図る。

決 算 額 （千円）
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 方向性

44,060 25,100

対応（改善点等） － － －

６．Ｈ２７年度予算の方向性

理由

県　　費

市　　債
財
源

国　　費 19,645

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

そ の 他 135 138 12 24
一層の図書館機能の向上を図
ることによって、生涯学習の推
進に努めることが必要であるた
め。

市　　債源
内
訳

事業費に係る人件費 12,900 12,881 13,076 13,307

一般財源 24,280 24,962 25,950 23,337

うち経常 24,280 24,962 20,824 23,337

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 3 対象は市民である。

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3 目的達成のため必要な手段である。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
図書館法第1条及び社会教育法第3
条による。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3 図書館法第2条による。

事業費に係る人役 3.00 3.00 3.00 3.00

着眼点 分析 分析根拠

継続
引き続き、効率的な事業の実施に努め、図書館機能の充実に努めるこ
と。

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3
活動指標の推移により効果的であ
る。

事業の方向性 評価内容

3

3

33

3

0

1

2

3
事業の必要性

行政の

関与性

手段の

妥当性

事業の

有効性

受益の

対象性

分析グラフ

302


